
受講生男女比 

地区別分布 

年齢別分布 

勤務先種別 

男　161名 

女　163名 

北海道・東北　27名 

関東　　　　　212名 

東海　　　　　26名 

北陸　　　　　21名 

近畿　　　　　15名 

中国・四国　　13名 

九州　　　　　10名 

21～29歳　　94名 

30～39歳　132名 

40～49歳　　66名 

50歳以上　　　32名 

知的障害関係　157名 

老人関係　　　　47名 

行政・社協　　　25名 

その他の施設　　52名 

医療・教育関係　13名 

一般企業・その他　　30名 
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第18期生324名が受講スタート！ 
「第18期・新受講生を迎えて」 
財団法人 日本知的障害者福祉協会　社会福祉士養成所 

所　長 

小 板 孫 次  

　第18期生の皆様。このたびは、社会福祉士養成所のご入学、おめでとうござ

います。 

　さて、わが国の社会福祉は、少子高齢社会の急速な到来により私たちの生活に

様々な変革をもたらしてきています。そして、障害者自立支援法の施行、介護保

険法の改正等は障害者・高齢者を取り巻く環境に大きな影響を及ぼしています。 

　そのような中、福祉に対する需要は増大、複雑・多様化し、ますます、ソーシ

ャルワークの役割が求められています。そして、皆様方がこれから目指される専

門的知識や技術を有する“人権と社会正義”を根拠とした「社会福祉士」の果たすべく役割にその専門

職としての実践が大きな期待として寄せられています。 

　多くの方々が仕事や家事等と多忙な中での受講になるかと思います。目標に向かって、邁進されるこ

とを期待し、今後における御健闘を心からお祈り申し上げます。 

第18期生社会福祉士養成所の受講生は、324名となりました。 
概要については下記の通りです。 

社会福祉士養成所 

専任教員 五 島 秀 一  　第18回国家試験に本養成所からは235名の方が合格されました。合
格率28.0％という相変わらずの狭き門の中で合格された16期生を中心
とした皆さんのご努力に対し、心から敬意を表しますと共に、衷心よ
りお喜びを申し上げます。 
　また、18期生として入学された324名の皆さん、おめでとうございま
す。既に自宅学習を開始されているとは思いますが、厳しい選考を突
破しての入学でした。この学びのスタートラインに立つ事を許される
という事自体が、既にかなりの福祉的な資質を認められたことでもあ
ります。この入学の志と喜びを忘れずに、社会福祉士の仲間入りを目
指して真摯に学習されることを切にご期待申し上げます。 
　さて、私は相手が受講生に限らず、周りに居る誰彼となく様々な機
会を捉えて福祉について語ります。具体的な仕事の内容云々というよ
りも、福祉がどのような方向に向かっているのか、そこに従事する者
は何処を見るべきなのか、といった大局的な価値について話をします。
なぜなら、福祉がより普遍的なものへと激変する時代だからこそ、そ
の具備すべき価値や果たすべき役割について、社会全体で深く考えな
ければならないと思うからです。つまり、福祉の「理想」について思
いを馳せ、それを語るのが社会福祉士へ負託された社会的役割の一つ
だと思うのです。 
　受講生や修了生からたまに連絡がくると、異口同音に現場の荒廃を
憂えます。ともすれば人権侵害ともとれる関りが福祉の現場から一掃
されない現実に直面した彼らは、遣り切れないのです。福祉を学ばな
ければこんな嫌なことに気付かずに済んだのにとさえ思うのです。学
んだ事を後悔しているのではありません、「遣る方無い」のです。 
　言い換えれば、社会福祉士の専門性の要素として、知識と技術と倫
理観が高度にバランスすればするほど、今の福祉現場は「嫌な思い」
をするのです。これが「理想」と「現実」のジレンマなのです。 
　「利用者の幸せ」に向かうためには、このジレンマに自分の中でど
う対応して行くかが問われます。多くの現場人は忙殺され、そのよう
な嫌な思いを胸に収めて仕事をします、見て見ない振りをします、気

付かない振りをします。あるいは資質として本当に気付かない連中も
います。しかし福祉の質を問われる今、果たしてそれで良いのでしょ
うか……少なくとも社会福祉士は、そのようなジレンマに遭遇した時
に、自らの立つ場所を知らなければなりません。 
　どのような困難や障壁があろうとも「理想」の側に立ち、利用者の
アドボケイターとして、自分がガマンすれば即ち利用者がガマンして
いるのだと心得なければなりません。 
　常に対人援助を媒介とするという福祉現場の特性においては、利用
者が享受する幸せの度合いは支援者の力量とイコールです。その支援
者の中心的役割を期待される社会福祉士は、様々な業種や職種に通じ
るジェネリックな価値を身につけた最良の支援者として、声を発して
行かなければならないのです。 
　今回見事に国家資格を取得された方々も、これから専門家としての
道を目指される18期生の皆様も、このような「ジレンマと向き合う自
分」を意識して頂きたいのです。敢えて換言するならば、どのような
「現実」に遭遇しても、「理想」を求め、語り、実践する姿勢を絶対に
忘れないで欲しいと心から願っています。 
　『論語』に「遠慮近憂」という言葉があります。「遠き慮り無ければ、
必ず近き憂いあり」、つまり「遠い先の事にまで配慮しておかないと、
必ず手近なところに心配ごとが起こるものである」というのです。遠
慮を理想の福祉だとすると、近憂は現実の福祉。毎年のように財原論
でバタバタしている福祉行政や施設運営、いつまでたっても人権感覚
の成長しない低次元の現場風土。これらを現実とするならば、その真
只中にいる社会福祉士こそ、理想を求め、遠きを見つめ続けなければ
ならないのです。　福祉は人なり……。 

※養成所に対するご要望・ご意見等ございましたら、ご連絡ください。 

養成所に対するお問い合せ先 

（財）日本知的障害者福祉協会社会福祉士養成所 
〒105-0013東京都港区浜松町2-7-19秀和第二浜松町ビル6階 

TEL.03-3438-0984
ホームページアドレス　http://www.aigo.or.jp/ 

メールアドレス　yoseijo@aigo.or.jp

平成18年５月　発行 

■第18期生の概要（4月1日現在） 
●応募状況（過去３年間） 

 年度（期生） 応募者数 入学者数 
 平成16年度（16期生） 534名 327名 
 平成17年度（17期生） 475名 340名 
 平成18年度（18期生） 454名 324名 

～遠慮近憂～ 

平成18年度スクーリング日程 

第18期生前期①：平成18年７月16日～18日／パシフィコ横浜 

第17期生 後期　：平成18年８月14日～20日／パシフィコ横浜 

第18期生前期②：平成18年11月23日～26日／パシフィコ横浜 

―お知らせ― 
さぽーと倶楽部（施設職員互助会） 

☆さぽーと倶楽部（施設職員互助会）では、平成17年度より
資格取得祝金（10,000円）を給付しています。 
☆さぽーと倶楽部会員（施設職員互助会加入期間６か月以上）
で平成17年４月１日以降に社会福祉士として登録した方が
対象です。 
☆詳細は下記までお問い合わせ又は当協会ホームページをご
覧ください。 

　〔問い合わせ先〕さぽーと倶楽部（施設職員互助会）係　 
　〔電話〕03－3438－0466 
※施設職員互助会とは…本協会会員・準会員施設に施設に勤
務している方を対象とした福利厚生事業です。 

「資格取得祝金」給付！ 



◇その他合格者の声◇（アンケートより抜粋） 

福祉新聞（福祉新聞社） 

合格率（％）合格者数（名）受験者数（名）

17.41801,033第１回試験

23.43781,617第２回試験

20.65282,565第３回試験

26.48743,309第４回試験

23.89243,886第５回試験

22.31,0494,698第６回試験

26.51,5605,887第７回試験

30.02,2917,633第８回試験

29.42,8329,649第９回試験

27.63,46012,535第10回試験

29.54,77416,206第11回試験

29.05,74919,812第12回試験

26.56,07422,962第13回試験

29.58,34328,329第14回試験

31.410,50133,452第15回試験

28.510,73337,657第16回試験

29.812,24141,044第17回試験

28.012,22243,701第18回試験

28.684,713295,975合　　　計

これまでの国家試験の結果

第18回社会福祉士国家試験受験状況
合 格 率合 格 者受 験 者

28.0％12,222人43,701人

第18回社会福祉士国家試験において本養成所より235名が合格しました。昨年度（第17回試験）は241名でした。 

国家試験合格状況 

●第18回社会福祉士国家試験合格基準● 

◆国家試験合格者の声◆ 

◇残念ながら合格できなかった方々からの反省とコメント◇（アンケートより抜粋） 

次の２つの条件を満たした者を合格者とする。 

１－１．総得点150点に対し、得点80点以上の者（総得点
の60％程度を基準として、問題の難易度で補正した。配点
は１問１点である。）。 
１－２．試験科目の一部免除を受けた受験者（社会福祉士
及び介護福祉士法施行規則第５条の２）総得点70点に対し、
得点39点以上の者（総得点の60％程度を基準として、問題
の難易度で補正した。配点は１問１点である。）。 
 
２．１－１又は１－２を満たした者のうち、１－１に該当
する者にあっては、試験科目（ただし、社会福祉援助技術
については、「一問一答問題」と「事例問題」をそれぞれ
別個の試験科目とみなす。）14科目（１－２に該当する者に
あっては、６科目。）の各科目すべてにおいて得点があっ
た者。 

福祉の概念すら無知であった私が古本テキストのお蔭で養成所入学
を果たし、初めて新版本を手にした感激は、無事最終ゴールを過ぎた
今でも目の前に浮かびます。家族の最期を看取る中で思い、人生の折
り返しを過ぎた中で目覚めた学習への再意欲は、不思議と社会福祉分
野に向かっていました。そして学生に戻れるなら、絶対実現したい夢
がありました。それは過去の丸暗記競争には二度と嵌らず、有識者が
推敲を重ねて仕上げたテキストを隅から隅まで深く読み込むことでし
た。
それが可能になり毎晩そして週末は、ワクワクしながらページを捲
りました。気づくと後期スクーリング迄に全テキスト三回読破してい
ました。しかし、福祉実践経験のない私が、深い理解を得るには補助
教材が必要になります。それはボランティアであり、次に放送大学で
した。妻と娘に録音・録画を頼み、通勤・出張時は常にプレーヤー同
伴です。福祉分野に留まらず、年金医療、社会学、心理学、息抜きに
日本近代史等多岐に亘る盗講学習は、孤独な通信教育を支えてくれた
陰の恩人です。勿論残り数ヶ月は受験モードで過去問題、ワークブッ
クそして模擬もやりました。
しかし、皆さんも既にご承知の如く、今回の本試験では、原論、年
金、地域福祉で基礎知識や話題を集めた問題が皆無に近い有様で、午
前の試験中何度も頭の中が白くなった事を白状します。その時救って
くれたのは、三度のテキスト熟読により、歴史、人物、理論形成、法
令などを不完全ながらも、頭の中で整理出来た自信であり、引っ掛け
の多い多項選択設問から94点を与えて貰えました。
ご自身で選ばれた貴重な時間を「早く過ぎて欲しい」と考えるか、

素晴らしい与えられた時間と考えるかは、ず～と後になって納得出来
ますよ！

青柳吉保さん
16年春、職場で平均年齢を上げている熟年層に入っている私は

「１度で合格する、絶対に」という強い思いを胸に養成所の勉強をス
タートさせました。レポートの再提出もあったため、試験勉強を開始
したのは10月に入ってからで、残り４ヶ月を切っていました。さら
に、不規則勤務と家事でなかなかまとまった時間を作ることはできま
せん。焦りと不安でいっぱいでしたが、そのことが逆に集中力を生む
ことになりました。私の場合は隙間時間を有効に利用しました。夕食
の買い物に出かけた時、早めに職場に着いてしまった時などまだ時間
があると思えば車を止めて、たとえ30分でも勉強しました。そうし
ているうちにいつのまにか車の中が一番集中できる場所となり、休日
もスーパーの駐車場などに車を停め勉強しました。働きながら試験に
挑戦する場合、勉強する時間がないと考えられがちですがそれは勉強
机に向かおうと構えるからではないでしょうか。実際は集中力さえあ
ればいつでもどこでもできると思うのです。とは言いましても、試験
は目前に迫っているのですから効率の良い勉強をしなければなりませ
ん。私の場合、スクーリングで使用した資料、指導書等を中心に基礎
を徹底的に繰り返し勉強しました。その他には最新の模試問題集を使
用し、時間のある時に繰り返し行いました。また、問題にばかり捉わ
れていると全体のどの部分をやっているのか解らなくなるので、参考
書を読んで確認し、テキストは辞書代わりに使用しました。ノートは
時間がかかるので作らず、大切だと思うことはすべて参考書の余白に
書き込み、覚えにくい人名などはイラストにして覚えました。
１度で合格するためには勉強方法や時間の作り方だけではなく強い
動機も必要です。「どうしても社会福祉士になりたい」という一途な
思いを持ち続けることで、環境、年齢などの問題も逆に自分の力とし、
過酷な受験生活を乗り切ることができるのだと思います。

中村智恵美さん 「一度で合格するために私がしたこと」

科目別難易度 
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第18回国家試験に関するアンケートについて 平成17年９月に修了した第
16期生315名を調査対象とし、
213名（①受験をした195名、
②申込をしたが当日受験をしな
かった７名、③申込をしなかっ
た11名）からの回答が得られ
ました。（５/16現在）
左図は受験者の意見を参考に
科目別難易度を示したグラフで
す。
社会福祉原論・法学・社会保
障論・社会学・地域福祉論の順
に難しいと回答しています。
なお、昨年度（回答数222名）
と比較すると法学の難易度が高
くなっています。
※厚生労働省へ報告の関係上、
現在もアンケートは回収して
います。なお、回答がない方に
は、催促の連絡をする場合が
ありますのでご了承ください。

・模試を受けるべきだと思いました。また、勉強不足を反省しています。・毎日少しでも勉強すること。きちんとテキストを読むこと。・試験
勉強に充てる時間の確保ができなかった。・勉強不足を痛感しました。やはり早くからきちんと勉強することが一番大事だと思います。・時事
問題にあまり取り組まなかったことを後悔しています。お金をケチらず、厚生労働白書などいろいろ見ておくべきでした。・過去問を中心に勉
強したが現在の動向についてももっと勉強しておくべきだった。・仕事の関係で勉強する時間がなかったので無理してでもつくることが必
要。・勉強不足でした。いつも以上に難しく、もっと勉強が必要であると痛感させられた。・苦手科目が３つ以上あるとさすがに点は取れない
と感じた。・通信教育が終わってホッとしたのか、その後の勉強が手に付かず、まったくの実力試験になり反省しています。次回頑張りたいと
思います。

※その他のコメントにつきましてはホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

・新聞をふだんから読んでいた方が良いと思った（福祉に限らず幅
広い情報、動向をキャッチする）。・自分を信じ勉学あるのみだと思
います。一日二時間は必須でしょう。・過去問には深入りせず、出
題形式、時間配分（本番は時間ギリギリでした）等のみに利用する。
最新の時事、統計データも興味を持つ。科目などの単独ではなく、
横断的な幅広く知識を習得する。・過去問を何度も行い、各教科の
基本事項をマスターしていった。又、法改正などの最新情報はスク
ーリング中で使用した資料や講義内容メモを活用し把握した。・レ
ポート課題作成時に関連する書籍や文献・資料を十分読み、新しい
福祉制度や動向を理解するようにしました。また、スクーリング間、
講師の先生から教えていただいた内容は何度もメモを読み、過去問
で傾向に慣れました。・15～17年度過去問・模擬試験・福祉新聞・
国民の福祉の動向・厚生労働白書等を活用しました。過去問は繰り
返し解いて８～９割正答できるようになるまで学習しました。・事
例問題では普段の業務での経験が役に立ちました。
・毎日、１回はテキストなどを手にする。・過去問をスクーリング
のときにしっかりやる。
※その他のコメントにつきましてはホームページに掲載しておりま
すのでご覧ください。

■第17回社会福祉士国家試験正答一覧■■第18回社会福祉士国家試験正答一覧■

医学一般
80797877767574737271問題番号
５１４１２４４４３５正答

法学
70696867666564636261問題番号
１５２４１３４１１２正答

社会学
60595857565554535251問題番号
５４４５５１３２２５正答

心理学
50494847464544434241問題番号
３３１２２４４５３５正答

地域福祉論
40393837363534333231問題番号
４５１５３２３５１３正答

公的扶助論
30292827262524232221問題番号
３３正答なし１５４１５３５正答

社会保障論
20191817161514131211問題番号
４４３２２２５３４１正答

社会福祉原論
10９８７６５４３２１問題番号
５１１４４１３２１１正答

老人福祉論
90898887868584838281問題番号
１１５２４５１１３５正答

障害者福祉論
100999897969594939291問題番号
４２５２３４３４３１正答

児童福祉論
110109108107106105104103102101問題番号
２３４４４３１２５１正答

社会福祉援助技術（一問一答問題）
120119118117116115114113112111問題番号
３４５２１１１１５４正答

122121問題番号
２３正答

社会福祉援助技術（事例問題）
131130129128127126125124123問題番号
３１３１２１２２３正答
140139138137136135134133132問題番号
３５１２１２５２４正答

介護概論
150149148147146145144143142141問題番号
４３２４１２５２４４正答
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